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1．はじめに 
本園は、教育学部の改組に伴い、少子化の進む島根県の

幼稚園として適正な規模になるよう定員の見直しを行って
いる(表 1）。これに伴いＰＴＡ活動も見直す必要があると
判断し、組織の集約と活動内容の精選を行った。 
 
 

2.再編のポイント 
平成 29年度から園職員とＰＴＡ評議員が意見を交換する場を設け、従来からのＰＴＡ

活動の本質を再確認しつつ、活動内容の精選を行った。 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また従来は全部で５つの部で活動していたが、活動内容についての理解を共有すること
や部内での柔軟な人員配置をしやすいように２つの部に集約することにした。 

3.工夫と成果 

再編後初めてのＰＴＡ活動を円滑に行えるように、さまざまな工夫を加え、これによ
って保護者の積極的な参加や責任感を引き出すという成果を得た。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
4.まとめ 
「前例を重視しＰＴＡ活動の形をいかに変えずに継承するか」に価値を置いていた保

護者の意識が、「ＰＴＡ活動の本質を理解し、効率的に活動する」ことへ変化した。ま
た再編のため、幼稚園と保護者との間で率直な意見交換や綿密な打ち合わせを重ねるこ
とで協働の意識がうまれ、信頼関係を深められたことは大変貴重な産物となった。 
これらの意識と共に次年度への円滑な引き継ぎ方法を構築し、常に現状に合わせたＰ

ＴＡ活動を目指すことは、今後の課題である。 

＜表 1 定員の推移＞ 

平成 29年度 80名 

平成 30年度 65名 

平成 31年度 50名 

 

工夫 

①活動内容の選択（実施日、所要時間、作

業内容を提示し選択できるようにする。） 

成果 

②活動内容の共有（ＳＮＳなどで活動成果

をリアルタイムに報告、意見交換を行う） 

活動の達成感を得られ積極的な参加を 

促進 

 
③部内の柔軟な人員配置 

④活動内容ごとのリーダ指定（年少部員の

リーダー着任も） 

作業内容の充実化 

作業の効率化 

活動内容の理解を深める、活動への責任

感、次年度への継承 

 

ex)運動会の親子競技 
「親子で一緒に」 

 

 

 

 

 

従来        今年度 

大がかりな手作り大道具等の演出は省略 

再編の 

ポイント 

②PTA活動と

して妥当か？ 

④各部員の負担

を増加しない 

 

①活動の 

本質は何か？ 

 

③「子どもたち

のため」という

視点 


